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1. はじめに 

青森県十和田市奥入瀬渓流は十和田湖八幡平国立
公園に位置しており、特別名勝及び天然記念物とし
て国の指定を受けて保護されている景勝地である。
その奥入瀬地内馬門岩付近において、平成11年3月10
日に、国道102号を覆い塞ぐ、推定崩壊土量10万m3以
上の大規模な地すべりが発生した。 
青森県では、自然環境保全を図りながら国道102号

の早期復旧を図るため、環境省、専門家や学識者を
交えた検討により復旧方針を定め、平成11年9月に緑
化工法を含む法面復旧工事が完了した。 
その後は、早期に法

面植生が回復したもの
の、郷土に本来生育し
ないオオバヤシャブシ
等の移入種が生育して
いるとの情報が地元住
民より寄せられた。青
森県では移入種が入っ
た原因分析、今後の対
応方針を検討し、学識
者の指導に基づく現地
調査が、平成16年度か
ら行われた。調査結果
を踏まえ、平成17年度
には、適正な植生管理
を目的とした『法面植
生の管理に係る基本方針』を策定し、平成18年度以
降、基本方針に則る取組が行われてきた。 
本稿では、植生の良好な回復を図ることを目的と

して実施してきた植生遷移の誘導に関する取組につ
いて、一定の成果を得たのでその概要を報告する。 

2. 法面植生の管理に係る基本方針について 

調査により、当該道路法面では自生種が侵入しつ
つあるが、法面復旧時に使用された移入種の繁茂に
よって被圧されている状況が確認された。一部には
自生種であるタニガワハンノキの群落が成立してい
たが、生育が不健全な個体も見られ、管理が必要と
考えられた。これらを踏まえ、『法面植生の管理に係
る基本方針』を策定し、以下に示す基本方針、目
標、管理手法等を設定した。 

対象となる法面植生の管理は「現状の保全」を基
本方針とした。現状を保全することで、進入した植
物の生長及びさらなる植物種の進入により、植生の
遷移進行を期待したものである。植生遷移には長期
間を要するため、平成38年（令和8年）までの20年間
を取組期間として設定した。 

タニガワハンノキ等の樹木の林冠が法面上に連続
して分布することを目標とした。これは、当該道路
法面の一部には自生種であるタニガワハンノキの群
落がすでに成立しており今後の分布拡大が期待され
ること等から設定したものである。また、当該道路
法面には周辺に自生するカバノキ科やカエデ類等の
複数の樹木種子が供給され、少数の稚樹も確認され
ていることから、それらの樹種の活着、生長も期待
された。 

１）定期的な植生モニタリング 
目標とする植生に遷移するまでに長期間を要する

ため、定期的（5年毎）に植生図作成、植生（群落組
成）調査のモニタリングを実施する。 
２）移入種の管理 
植生の遷移が進行する間に移入種であるオオバヤ

シャブシ、ヤマハギ等が周辺へ逸出する可能性があ
るため、当該道路法面及び周辺における移入種の除
去を毎年実施する。 
３）既存稚樹の生長促進 
法面植生を必要に応じて管理（除草）すること

で、進入した自生植物の生長を促す。 

１）植生モニタリング 
立地環境、被度・群度等の分布状況の定量的な把

握、植生図の作成を行った。調査方形区は、法面上
及び造成地上における群落の優占種ごとに設置し
た。調査は5年毎に実施した。 
２）移入種の管理 
調査範囲を踏査しながら対象とする移入種を目視

により確認し、根茎を含む植物体を除草した。対象
種は法面復旧に使用された移入種であるオオバヤシ
ャブシ、ヤマハギ、キクタニギク等を基本とし、そ
の他確認された移入種についても除去した。作業は
周辺植生への影響を考慮し、すべて手作業で行い、
除草した植物体は廃棄物として適切に処分した。 
３）既存稚樹の生長促進 
樹冠が形成されていない草本群落内で確認、記録

した稚樹・幼木を対象に、周辺の除草作業を行っ
た。除草対象とする稚樹・幼木は、広範囲で繁茂し
ていた移入種のヒメヨモギ群落の群落高以下の個体
とした。除草する植物は、草本群落を優占するヨモ
ギ類、アキタブキ等を対象とした。除草した植物体
は、乾燥を防ぐマルチ材として稚樹・幼木の根元に
敷き均した。 

3. 取り組みの結果 

図-1 調査位置図 
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移入種除去を継続的に行った結果、オオバヤシャ
シブは平成20年以降、ヤマハギは平成29年以降、キ
クタニギクは平成27年以降確認されていない。これ
らの種は5年以上確認されていないことから、根絶し
たと判断された。平成19年に繁茂が確認され除草対
象となったメマツヨイグサについては、個体数が減
少しており令和2年以降は確認されていない。その
他、ヒメジョオン、ヒメヨモギ、イワヨモギ等が確
認されていたが、いずれも個体数は減少しており、
移入種管理の効果が確認された。 

 

 

 

 
図-2 移入種除草個体数の経年変化 

調査の結果、平成17年はヒメヨモギ群落等の草本
群落や裸地が広い範囲で確認されていたが、徐々に

草本群落の面積が縮小し、令和2年にはタニガワハン
ノキ群落が大半を占め、法面植生の樹林化が進行し
た。タニガワハンノキ群落は高いもので樹高18～
19mに達し、特に法肩上部で順調な樹林の生育が確
認された。また、一部ではより自然度が高いと考え
られるドロヤナギ群落へと遷移しつつある状況が確
認された。 

 

 
図-3 植生の変化 

4. まとめ 

移入種管理や稚樹の生長促進を行った結果、移入
種であるオオバヤシャブシ、ヤマハギ、キクタニギ
クは根絶し、十和田八幡平国立公園に自生する種で
構成される植生が回復してきた。道路法面は目標と
してきたタニガワハンノキ群落が大部分を占めてお
り、目標とした植生に近づいていると考えられた。 

5.課題 

移入種であるオオバヤシャブシ、ヤマハギ、キク
タニギクは根絶したものの、メマツヨイグサは再度
発生することが懸念されるため、引き続きの監視と
適切な除草作業が必要と考えられる。また、タニガ
ワハンノキ群落による樹林化が進んだ一方で、一部
には草本群落が優占している場所も残るため、引き
続き法面植生の遷移の推移についてモニタリングし
ていく必要がある。 

6.今後の予定 

基本方針に基づき令和8年まで対応を継続し、最終
的な取組の成果について評価を行う予定である。 

 
※本取組は青森県上北地域県民局地域整備部の国道
102号道路災害防除植生調査として実施しているも
のである。 
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